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◇
今
月
の
ス
タ
ッ
フ
紹
介
◇

 
 

 
 

 
 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

望
月
綾
子
さ
ん

 
 

 
 

 
 
 
 

Ｂ
型

○
介
護
歴
は
？

こ
も
れ
び
か
ら
で
八
年
目
で
す
ね

○
一
番
好
き
な
時
間
は
？

帰
宅
後
の
ビ
ー
ル
一
杯
！
感
激
！

○
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

明
る
過
ぎ
て
う
る
さ
い
っ
！
と
か
？

○
何
度
や
っ
て
も
駄
目
な
も
の
？

買
っ
た
ス
マ
ホ
が
使
い
こ
な
せ
な
い
？

○
あ
な
た
の
初
恋
は
？

小
三
ス
ポ
ー
ツ
万
能
・
頭
の
良
い
子❤

○
マ
イ
ブ
ー
ム
は
？

と
き
ど
き
買
い
過
ぎ
る
通
信
販
売
？

○
未
来
の
夢
は
？

猫
と
一
緒
に
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
！

○
来
月
の
登
場
者
を
紹
介
し
て

特
養
の
望
月
紀
子
さ
ん
で
～
す❤

◎

行
事
・お
知
ら
せ

◎

●

運

動

会

●

★
十
月
二
十
三
日(

水)

★
午
後
一
時
半
か
ら
各
フ
ロ
ア
ー
に
て

★
各
階
で
開
始
時
間
の
差
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
家
族
の
皆

様
は
ユ
ニ
ッ
ト
に

て
確
認
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
来
る

●

★
玄
関
先
に
日
本
一

の
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ

ち
ゃ
大
将
の
育
て

た
か
ぼ
ち
ゃ
が
届

き
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

こここもももれれれびびびだだだよよよりりり
2013 年

10 月号
（9 月の行事）

九
月
十
五
日
は
施
設
全
体
で
行
な

う
敬
老
の
日
の
行
事
で
す
。

第
一
部
は
式
典
・
理
事
長
の
挨
拶

の
あ
と
施
設
長
か
ら
米
寿
や
卒
寿
の

お
祝
い
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
は
祝

品
の
贈
呈
、
該
当
以
外
の
皆
さ
ん
に

は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
演
芸
・
花
笠
音
頭
や
東

京
音
頭
や
清
水
の
み
か
ん
を
み
ん
な

で
踊
っ
た
り
、
昔
懐
か
し
い
ス
ラ
イ

ド
「
実
り
の
村
」
の
観
賞
を
し
た
り

和
や
か
な
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

お
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

傘
寿
・
横
山
サ
ツ
キ
様

米
寿
・
山
内
と
し
子
様
・
山
田
幸
子

 
 

 

様
・
牧
野
泰
子
様
・
加
藤
す

 
 

 

ゑ
様
・
服
部
幾
代
様
・
藤
井

 
 

 

照
夫
様
・
伊
藤
ナ
ヲ
様
・
眞

 
 

 

田
明
子
様

卒
寿
・
市
川
ヨ
シ
子
様
・
望
月
益
次

 
 

 

様
・
松
永
三
四
様
・
佐
野
ま

 
 

 

さ
子
様

白
寿
・
西
ヶ
谷
き
よ
子
様
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社会福祉法人 吉原福祉会 特別養護老人ホーム

こもれび    施設長 池田達哉  №-089

山あいにある施設の周りは季節感でいっぱい！土手に咲く彼岸花をいっぱい並

べて笑顔の撮影会です。「さぁ、笑って笑って！ＯＫ！」「ええ写真が取れたかね？」

百歳の柴志け様は安倍総理大臣から長寿のお祝い 「私たちもいただいたよっ！」

樋口了一／手紙

～親愛なる子供たちへ～

年老いた私が、ある日、今までの私と違っていたとしても

どうかそのままの私のことを理解して欲しい

私が服の上に食べ物をこぼしても 靴ひもを結び忘れても

あなたに色んなことを教えたように見守って欲しい

あなたと話す時 同じ話を何度も何度も繰り返しても

その結末をどうかさえぎらずにうなずいて欲しい

あなたにせがまれて繰り返し読んだ絵本のあたたかな結末は

いつも同じでも私の心を平和にしてくれた

悲しい事ではないんだ 消え去ってゆくように

見える私の心へと 励ましのまなざしを向けて欲しい

楽しいひと時に 私が思わず下着を濡らしてしまったり

お風呂に入るのをいやがるときには思い出して欲しい

あなたを追い回し 何度も着替えさせたり 様々な理由をつけて

いやがるあなたとお風呂に入った 懐かしい日のことを

悲しいことではないんだ 旅立ちの前の

準備をしている私に 祝福の祈りを捧げて欲しい

いずれ歯も弱り、飲み込む事さえ出来なくなるかも知れない

足も衰えて立ち上がる事すら出来なくなったなら

あなたが か弱い足で立ち上がろうと私に助けを求めたように

よろめく私に どうかあなたの手を握らせて欲しい

私の姿を見て悲しんだり 自分が無力だと思わないで欲しい

あなたを抱きしめる力がないのを知るのはつらい事だけど

私を理解して 支えてくれる心だけを持っていて欲しい

きっとそれだけで それだけで私には勇気がわいてくるのです

あなたの人生の始まりに私がしっかりと付き添ったように

私の人生の終わりに少しだけ付き添って欲しい

あなたが生まれてくれたことで私が受けた多くの喜びと

あなたに対する変わらぬ愛を持って笑顔で答えたい

・・私の子供たちへ・・愛する子供たちへ・・

            

※ ある日 日本の作詞家のもとに一通のメールが届きまし

た・・誰から送られたものか分かりませんがポルトガル語の詩のよう

でした・・日本語に訳すとこんな素敵な詩でした・・感銘を受けた歌

手の樋口了一は「心のポストに届く歌」として歌にしました。
           

         ※ 施設ではこの歌に入居の皆様の写真を

           重ねて DVD にして観賞できるようにし

           ています。(個人情報保護のため施設内限定)

           ご覧になっていない方は是非一度ご覧

           になってください。感動しますよ。

         ※ 写真は施設最高齢の小澤すぎ様(102歳)です

★
み
ん
な
で
踊
ろ
う
！
★

Ｊ
Ａ
清
水
農
協
で
作
ら
れ
た
「
清

水
の
み
か
ん
」
の
歌
に
合
わ
せ
て
み

ん
な
で
総
踊
り
で
す
。
総
勢
百
人
が

顔
を
そ
ろ
え
た
デ
イ
の
フ
ロ
ア
ー

に
は
活
気
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
よ
。

「
ち
ょ
っ
と
揉
ん
で
や
る

よ
！
座
っ
て
み
な
」
理
事
長

さ
ん
至
福
の
ひ
と
時
で
す
。

い
つ
も
お
手
伝
い
あ

り
が
と
う
！
早
速
、
爺

ち
ゃ
ん
に
報
告
で
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
で
朝
顔
の

手
入
れ
・
可
憐
な
花
つ

け
ま
し
た
よ
。


